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別表第1(生物生産学部細則第6条第2項，第17条関係) 

履修表(教養教育科目) 

（水圏統合科学・応用動植物科学・食品科学・分子農学生命科学主専攻プログラム） 

区
分 科目区分 

要修得

単位数 
授業科目等 単位数 

履修 

区分 

履修年次(注1) 

1年次 2年次 3年次 4年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

教
養
教
育
科
目 

平和科目 2  2 必修 ○        

大学

教育

基礎

科目 

教養ゼミ 2 教養ゼミ 2 必修 ◎        

大学教育入門 2 大学教育入門 2 必修 ◎        

共
通
科
目 

外
国
語
科
目 

英
語 

(

注2
) 

コミュニケーション基礎 2 
コミュニケーション基礎Ⅰ 1 

必修 



 

○ 履 修 上 の 留 意 事 項  

 

 

注 1：○印は標準履修年次を，◎印はその年次での履修を強く要望していることを表しており，◎，○を示

す年次以降はいつでも履修することが可能である。なお，授業科目により開設期が異なる場合がある

ので，学生便覧の教養教育開設授業科目一覧で確認すること。 

 

注 2：短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ」，「オ

ンライン英語演習Ⅱ」及び「オンライン英語演習Ⅲ」の履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の

単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細

については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱い

について」を参照すること。 

(P．教養32～33) 

 

注 3：情報・データサイエンス科目の必修科目は，1年次前期開設の「情報・データ科学入門」を履修する

こと。なお，「情報・データ科学入門」の単位を修得できなかった場合のみ，1年次後期開設の「情報

活用演習」を履修することができる。 

 

注 4：自然科学系科目群から4単位以上，人文社会科学系科目群から4単位以上を修得すること。 

ただし，自然科学領域の「生物の世界」は入学試験(大学入学共通テストを含む。)において生物を受

験していない者の要望科目である。 

他の者は「生物の世界」を修得しても卒業要件単位に含めない。 

4単位を超える情報・データサイエンス科目の修得単位は自然科学系科学群に含めることができる。 

    社会連携科目は，4単位まで人文社会科学系科目群に含めることができる。 

 

注 5：健康スポーツ科目は，スポーツ実習を履修することが望ましい。 

 

注 6：数学Ⅲを高等学校等で履修した者は「基礎微分積分学」を，数学Ⅲを高等学校等で履修していない者

は「微分積分通論」を履修すること。 

 

注 7：「初修化学」は，入学試験(大学入学共通テストを含む。)において化学を受験していない者の必修科

目である。この場合，「一般化学」を修得しても卒業要件単位に含めない。 

化学を受験した者は「初修化学」を修得しても卒業要件単位に含めない。 

 

注 8：1年次開設の「化学実験ベーシック」を履修すること。ただし，「化学実験ベーシック」の単位修得が

できず，その再履修が難しい場合のみ「化学実験法・同実験Ⅰ」の履修を認めることとする。 

 



 

別表第2（生物生産学部細則第6条第3項，第17条関係） 

履修表(専門基礎科目) 

（水圏統合科学・応用動植物科学・食品科学・分子農学生命科学主専攻プログラム） 

区

分 

科 目 区 分 
要修得 

単位数 
授 業 科 目 単位数 

履 修 年 次 

1年次 2年次 3年次 4年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

専

門

教

育

科

目 

専門基礎科目 24 

生物生産学入門 

微生物学入門 

分子生化学入門 

食料資源論



 

 

2 6 3 17  

○ 応用動植物科学主専攻プログラム履修表（専門科目） 
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応用動植物科学主専攻プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)

専門分野に関わる課題を解決するために
必要な，学際的・総合的に考える能力や，
広い視野から俯瞰し行動するための知識・
理解

専門分野に関わる課題を解決するために、学際
的・総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し
行動する能力について，優れた力を持っている。

専門分野に関わる課題を解決するために、学際
的・総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し
行動する能力について，十分な力を持っている。

専門分野に関わる課題を解決するために、学際
的・総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し
行動する能力について，基礎的な力を持っている

(2)
専門分野を学ぶために必要な基礎的知
識・理解

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があ
り，かつ深く理解し，他の項目と関連付けて応用的
な説明ができる。

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があ
り，十分に理解し，他の項目と関連付けて説明が
できる。

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があ
り，概ね理解し，基本的な説明ができる。

(3)
動植物生産に関わる分子・細胞・個体レベ
ルの生命現象や、それを支える生産環境
についての知識・理解

動植物生産に関わる分子・細胞・個体レベルの生
命現象や、それを支える生産環境について詳細に
説明できる。

動植物生産に関わる分子・細胞・個体レベルの生
命現象や、それを支える生産環境について説明で
きる。

動植物生産に関わる分子・細胞・個体レベルの生
命現象や、それを支える生産環境について基本的
な説明ができる。

(4)

フィールドにおける動植物生産機構並びに
動植物と人間社会•自然環境との関係につ
いて、知識・理解

フィールドにおける動植物生産機構並びに動物と
人間社会•自然環境との関係について十分に理解
している。

フィールドにおける動植物生産機構並びに動物と
人間社会•自然環境との関係について理解してい
る。

フィールドにおける動植物生産機構並びに動物と
人間社会•自然環境との関係について概ね理解し
ている。

（１）

専門的分野を学ぶために必要な基礎的コ
ミュニケーション・情報処理・身体活動の能
力

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素につい
て，優れた力を持っている。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素につい
て，十分な力を持っている。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素につい
て，基礎的な力を持っている

(2)

専門分野を学ぶために必要な基礎的実験
能力・技能

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能
力・技能を十分身につけており，主体的に応用す
ることができる。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能
力・技能を十分身につけており，指示に従って実
施することができる。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能
力・技能を概ね身につけており，実施の補助がで
きる。

(3)

動植物の生産機能について，分子・細胞・
個体レベルで生物学的な基本分析と評価
能力

生物学的な観察や生理・生化学的ならびに分子生
物学的な基本分析と評価が主体的にできる。デー
タを適切な方法で解析することができる。

生物学的な観察や生理・生化学的ならびに分子生
物学的な基本分析と評価が指示に従ってできる。

生物学的な観察や生理・生化学的ならびに分子生
物学的な基本分析と評価法を理解している。

(4)

動植物の取り扱いや試験ならびに飼育・栽
培管理の基本的手技

植物を適切に栽培管理することができる。資源動
物および実験動物を主体的に長期にわたり飼育
管理することができる。動物の保定法や採材法を
習得している。

植物を栽培管理することができる。資源動物およ
び実験動物を指示に従って飼育管理することがで
きる。動物の保定法や採材法を理解している。

植物の栽培管理の補助ができる。資源動物および
実験動物の飼育管理の補助ができる。

(5)

動植物の生産現場における飼育環境の基
本的な評価能力

植物の栽培管理条件や動物の飼育管理条件，飼
育設備，飼料等の環境条件を主体的に評価するこ
とができる。

植物の栽培管理条件や動物の飼育管理条件や飼
育設備，飼料等の環境条件を指示に従って評価
することができる。

植物の栽培管理条件や動物の飼育管理条件や飼
育設備，飼料等の環境条件を指示に従って測定
することができる。

(6)

英文の専門的学術論文読解の基礎となる
科学英語を修得するとともに習得した知
識・フィールドへのアプローチ方法を基礎と
した国際的コミュニケーション能力

英語に関する非常に高い読解力を有し，専門的な
学術論文を読むことができるとともに，国際的コミュ
ニケーション能力を十分かつ深く身につけている。

英語に関する高い読解力を有し，専門的な学術論
文をある程度読むことができるとともに，国際的コ
ミュニケーション能力を十分かつ深く身につけてい
る。

英語に関する読解力を有し，専門的な学術論文を
部分的ではあるが読むことができるとともに，国際
的コミュニケーション能力を十分かつ深く身につけ
ている。

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

能
力
・
技
能

知
識
・
理
解



極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

学習の成果 評価基準

評価項目

総
合
的
な
力

(1)

動植物生産に関連する具体的諸事象につ
いて，自らの対象を設定し，それについて
の自分の考えをまとめ，文章や口頭で論理
的に発表し，応答する能力

対象設定力，情報処理・統計整理能力，論理的表
現力，独創的研究力，応答的コミュニケーション能
力といった総合的能力・技能の各要素について，
優れた力を持っている。

対象設定力，情報処理・統計整理能力，論理的表
現力，独創的研究力，応答的コミュニケーション能
力といった総合的能力・技能の各要素について，
十分な力を持っている。

対象設定力，情報処理・統計整理能力，論理的表
現力，独創的研究力，応答的コミュニケーション能
力といった総合的能力・技能の各要素について，
基礎的な力を持っている。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

本プログラムにおける教養教育は，専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担っています。自主的・自立的に学習する態度を習慣づけ，情報収集力・分 析力・批判
力を基盤とする科学的思考力を養成します。ものごとの本質と背景を広い視野から洞察する力や，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化します。幅
広い知識を，真に問題解決に役立つ「知識体系」へと統合し，総合的な見地からものごとを俯瞰できる能力を養成します。



評価項目と授業科目との関係

総合的な力

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 平和科目 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 外国語科目 10
必修・選
択必修

１-2セメ 100 1 100

教養教育科目
情報・データサイエン
ス科目

4 必修 １-2セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目 10 選択必修 1－6セメ 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択必修 １-2セメ 100 1 100

教養教育科目
基礎微分積分学又は
微分積分通論

2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 有機化学 2 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目 種生物学 2 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目 細胞科学 2 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目
一般化学又は初修化
学

2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目
「化学実験ベーシック」又
は「化学実験法・同実験
I」

1 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目
「生物学実験法・同実験
I」

1 必修 2セメ 100 1 100

専門教育科目 生物生産学入門 2 必修 １セメ 10 1 60 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 微生物学入門 2 必修 １セメ 80 1 20 1 100

専門教育科目 分子生化学入門 2 必修 ２セメ 80 1 20 1 100

専門教育科目 食料資源論 2 必修 ２セメ 10 2 70 1 10 1 10 1 100

専門教育科目
生物生産学のための
物理学入門

2 必修 ２セメ 80 1 20 1 100

専門教育科目 科学技術倫理学 2 必修 ２セメ 10 2 70 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 生物統計学 2 必修 ３セメ 70 1 20 3 10 3 100

専門教育科目 生物環境学 2 必修 ３セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 基礎生物学実験Ⅰ 1 必修 ３セメ 10 1 80 1 10 1 100

専門教育科目 基礎生物学実験Ⅱ 1 必修 ３セメ 10 1 80 1 10 1 100

専門教育科目 基礎化学実験 1 必修 ３セメ 10 1 80 1 10 1 100

専門教育科目 基礎物理学実験 1 必修 ３セメ 10 1 80 1 10 1 100

専門教育科目 フィールド科学演習 2 選択必修 ２セメ 10 2 60 1 10 1 10 2 10 1 100

(2) (1)

評　価　項　目

(2)(4) (6)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期
(3)
能力・技能

(5)(1)
知識・理解

別紙３

(3)

科目中
の評価
項目の
総加重
値

(4)(1)

（応用動植物科学プログラム）



総合的な力

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

(2) (1)

評　価　項　目

(2)(4) (6)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択
区分

開設期
(3)
能力・技能

(5)(1)
知識・理解

(3)

科目中
の評価
項目の
総加重
値

(4)(1)

専門教育科目
生物生産リサーチフロ
ント

2 選択必修 ２セメ 10 1 60 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 生理学入門 2 選択必修 ３セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 公衆衛生学 2 選択必修 ６セメ 10 3 60 1 20 1 10 1 100

専門教育科目 植物栄養生理学 2 必修 ４セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 植物生産土壌学 2 必修 ４セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 動物遺伝育種学 2 必修 ４セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 動物栄養学 2 必修 ４セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 動物生体機構学 2 必修 ４セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 動植物生産学概論 2 必修 ４セメ 10 1 60 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目
応用動植物科学実験
実習

1 必修 ４セメ 10 1 30 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 動物生産学実験I 1 必修 ４セメ 10 1 5 3 75 1 10 1 100

専門教育科目
応用動植物科学外書
講読

2 必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 生殖生物学 2 必修 ５セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 動物生産管理学 2 必修 ５セメ 10 1 80 1 10 1 100

専門教育科目 植物生産学実験 1 必修 ５セメ 10 1 30 1 30 1 30 1 100

専門教育科目 動物生産学実験II 1 必修 ５セメ 10 1 75 1 5 3 10 1 100

専門教育科目 農場実習 1 必修 ５セメ 10 1 10 3 70 1 10 1 100

専門教育科目 植物バイオサイエンス 2 選択必修 ５セメ 80 1 20 1 100

専門教育科目 動物福祉論 2 選択必修 ５セメ 10 3 80 1 10 1 100

専門教育科目 動物生産生理学 2 選択必修 ５セメ 20 1 70 1 10 1 100

専門教育科目 草地・飼料学 2 選択必修 ５セメ 10 1 80 1 10 1 100

専門教育科目 植物分子生物学 2 選択必修 ５セメ 90 1 10 1 100

専門教育科目
畜産食品製造学実験
実習

1 選択必修 ５セメ 80 1 20 1 100

専門教育科目
酪農フィールド科学演
習

2 選択必修 ５セメ 10 1 10 3 70 1 10 1 100

専門教育科目
応用動植物科学特論
Ⅰ

1 選択必修 ５セメ 20 1 80 1 100

専門教育科目 食品衛生学 2 選択必修 ６セメ 10 1 10 1 10 1 70 1 100

専門教育科目 食品生化学 2 選択必修 ６セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 動物環境生理学 2 選択必修 ６セメ 10 1 80 1 10 1 100

専門教育科目
応用動植物科学特論
Ⅱ

1 選択必修 ６セメ 20 1 80 1 100

専門教育科目
応用動植物科学特論
Ⅲ

1 選択必修 ６セメ 20 1 80 1 100

専門教育科目 卒業論文Ⅰ～Ⅲ 6 必修 6－8セメ 10 3 5 3 5 3 5 3 10 3 65 10 100

（応用動植物科学プログラム）



別紙4
応用動植物科学主専攻プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

平和科目（◎） 動物福祉論（○） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

教養ゼミ（◎）
生物生産リサーチフロ
ント（○）

動植物生産学概論
（◎）

公衆衛生学（○）

大学教育入門（◎） 科学技術倫理学（◎） 食品衛生学（○）

生物生産学入門（◎） 食料資源論（◎）
フィールド科学演習
（○）

基礎微分積分学/微分
積分通論（◎）

有機化学（◎） 生物統計学（◎）
動植物生産学概論
（◎）

卒業論文（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

一般化学/初修化学
（◎）

細胞科学（◎） 生理学入門（○） 公衆衛生学（○）

生物生産学入門（◎） 種生物学（◎）

微生物学入門（◎）
生物生産リサーチフロ
ント（○）

生物環境学（◎） 食品衛生学（○）

科学技術倫理学（◎）
基礎生物学実験Ⅰ，Ⅱ
（◎）

食料資源論（◎） 基礎化学実験（◎）

生物生産学のための物
理学入門（◎）

基礎物理学実験（◎）

分子生化学入門（◎）
フィールド科学演習
（○）

生物生産学入門（◎）
生物生産リサーチフロ
ント（○）

生理学入門（○） 植物栄養生理学（◎） 生殖生物学（◎） 食品衛生学（○）

微生物学入門（◎）
生物生産学のための物
理学入門（◎）

生物環境学（◎） 植物生産土壌学（◎） 動物生産管理学（◎） 食品生化学（○）

分子生化学入門（◎） 動物遺伝育種学（◎） 植物生産学実験（◎） 動物環境生理学（○）

動物栄養学（◎） 動物生産学実験II（◎）
応用動植物生産学特
論II（○）

動物生体機構学（◎）
植物バイオサイエンス
（○）

応用動植物生産学特
論III（○）

動植物生産学概論
（◎）

動物生産生理学（○）

応用動植物科学実験
実習（◎）

草地・飼料学（○）

動物生産学実験I（◎） 植物分子生物学（○）
応用動植物生産学特
論I（○）

３年 ４年

評価項目

③動植物生産に関わる分子・
細胞・個体レベルの生命現象
や、それを支える生産環境につ
いての知識・理解

学習の成果 １年 ２年

知
識
・
理
解

領域科目（〇）

①専門分野に関わる課題を解
決するために必要な，学際的・
総合的に考える能力や，広い
視野から俯瞰し行動するため
の知識・理解

②専門分野を学ぶために必要
な基礎的知識・理解



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

３年 ４年

評価項目
学習の成果 １年 ２年

生物生産学入門（◎）
生物生産リサーチフロ
ント（○）

生理学入門（○） 植物栄養生理学（◎） 生物生殖学（◎） 公衆衛生学（○）

科学技術倫理学（◎） 生物環境学（◎） 植物生産土壌学（◎） 動物生産管理学（◎） 食品衛生学（〇）

食料資源論（◎） 動物遺伝育種学（◎） 農場実習（◎） 食品生化学（〇）
フィールド科学演習
（○）

動物栄養学（◎）
植物バイオサイエンス
（○）

動物環境生理学（○）

動物生体機構学（◎） 動物福祉論（〇）
応用動植物生産学特
論II（○）

動植物生産学概論
（◎）

動物生産生理学（○）
応用動植物生産学特
論III（○）

草地・飼料学（○）

植物分子生物学（○）
畜産食品製造学実験
実習（○）
応用動植物生産学特
論I（○）
酪農フィールド科学演
習（○）

知
識
・
理
解

④フィールドにおける動植物生
産機構並びに動植物と人間社
会•自然環境との関係につい
て、知識・理解



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

３年 ４年

評価項目
学習の成果 １年 ２年

生物統計学（◎）
応用動植物科学外書
講読（◎）

卒業論文（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

動物生産学実験I（◎）
畜産食品製造学実験
実習（○）

卒業論文（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

「化学実験ベーシッ
ク」又は「化学実験
法・同実験I」（◎）

「生物学実験法・同
実験I」（◎）
フィールド科学演習
（○）

生物統計学（◎）

基礎生物学実験Ⅰ，Ⅱ
（◎）
基礎化学実験（◎）

基礎物理学実験（◎）
応用動植物科学実験
実習（◎）

植物生産学実験（◎）

動物生産学実験I（◎）

応用動植物科学実験
実習（◎）

植物生産学実験（◎）

動物生産学実験II（◎）

農場実習（◎）
酪農フィールド科学演
習（○）

応用動植物科学実験
実習（◎）

植物生産学実験（◎）

動物生産学実験II（◎）

農場実習（◎）
酪農フィールド科学演
習（○）
応用動植物科学外書
講読（◎）

卒業論文（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

生物生産学入門（◎）
生物生産リサーチフロ
ント（○）

基礎生物学実験Ⅰ，Ⅱ
（◎）

植物栄養生理学（◎） 生物生殖学（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

科学技術倫理学（◎） 基礎化学実験（◎） 植物生産土壌学（◎） 動物生産管理学（◎） 公衆衛生学（○）

食料資源論（◎） 基礎物理学実験（◎） 動物遺伝育種学（◎） 動物生産学実験II（◎） 食品生化学（○）

フィールド科学演習
（○）

動物栄養学（◎） 農場実習（◎） 動物環境生理学（○）

動物生体機構学（◎） 動物福祉論（○）
動植物生産学概論
（◎）

動物生産生理学（○）

動物生産学実験I（◎） 草地・飼料学（○）

酪農フィールド科学演
習（○）

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

②専門分野を学ぶために必要
な基礎的実験能力・技能

①専門的分野を学ぶために必
要な基礎的コミュニケーション・
情報処理・身体活動の能力

能
力
・
技
能

外国語科目（◎）

総
合
的
な
力

健康スポーツ科目（○）

①動植物生産に関連する具体
的諸事象について，自らの対
象を設定し，それについての自
分の考えをまとめ，文章や口頭
で論理的に発表し，応答する能
力

③動植物の生産機能につい
て，分子・細胞・個体レベルで
生物学的な基本分析と評価能
力

④動植物の取り扱いや試験な
らびに飼育・栽培管理の基本
的手技

⑤動植物の生産現場における
飼育環境の基本的な評価能力

⑥英文の専門的学術論文読解
の基礎となる科学英語を修得
するとともに習得した知識・
フィールドへのアプローチ方法
を基礎とした国際的コミュニ
ケーション能力

情報・データサイエンス科目（◎）



別紙５ 

応 用 動 植 物 科 学 プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト 

 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

磯部 直樹 教 授 ７９９３ Ｂ３０９ niso@hiroshima-u.ac.jp 

小櫃 剛人 教 授 ７９５５ Ｂ５０６ tobitsu@hiroshima-u.ac.jp 

実岡 寛文  教 授 ７９１７ Ｂ１０３ saneoka@hiroshima-u.ac.jp 

杉野 利久 教 授 ７９５６ Ｂ５０４ sugino@hiroshima-u.ac.jp 

谷田  創 教 授 ７９７４ 農場 htanida@hiroshima-u.ac.jp 

都築 政起 教 授 ７９５０ Ｂ４０９ tsudzuki@hiroshima-u.ac.jp 

冨永 るみ 教 授 ７９６６ Ｂ１１２ rtomi@hiroshima-u.ac.jp 

豊後 貴嗣 教 授 ７９５７ Ｂ５０７ bungo@hiroshima-u.ac.jp 

上田 晃弘 准教授 ７９６３ Ｂ１１１ akiueda@hiroshima-u.ac.jp 

河上 眞一 准教授 ３８５７ Ｂ５０５ skawak@hiroshima-u.ac.jp 

黒川 勇三 准教授 ７９７３ 農場 yuzokuro@hiroshima-u.ac.jp 

長岡 俊徳 准教授 ７９６９ Ｂ１１１ tnagaok@hiroshima-u.ac.jp 

梅原 崇 助 教 ７８９９ Ｂ２１１ pd7221@hiroshima-u.ac.jp 

菊田 真由実 助 教  Ｂ１１２  

秦 東 助 教  Ｂ１１２  

妹尾 あいら 助 教 ４５８７ 農場 airaseosan@ hiroshima-u.ac.jp 

津上 優作 助 教  Ｂ３０９  

中村 隼明 助 教 ７９４３ Ｂ４０９ ynsu@hiroshima-u.ac.jp 

新居 隆浩 助 教 ４１４７ Ｂ４０８ tanii@hiroshima-u.ac.jp 

植物系 客員教授   担当授業科目：応用動植物科学特論Ⅰ 

動物系 客員教授   担当授業科目：応用動植物科学特論Ⅱ 

動物系 客員教授   担当授業科目：応用動植物科学特論Ⅲ 

 

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 

 


